
放課後　３時間を超えた時間

休校日　15：00～18：00

20 名

２．法人　基本理念　～心に添う支援で安心と満足を～

１．利用される方々一人ひとりの気持ちを尊重したサービスを提供します。
２．職員は利用される方々の生活を誠実に責任をもって支えていきます。
３．常に透明で健全な施設運営を行います。さらにサービス向上のために創造的な経営を目指します。
４．地域で暮らしている方々に対して必要なサービスを提供します。
５．地域の行政や福祉サービス事業所と連携し地域福祉の推進に寄与していきます。

東京都中野区弥生町5-5-2 （受付時間　9:00～17：00）

サービス提供曜日 月・火・水・木・金・土 アクセス

営業時間 9：00～17：00

送迎

定員

有

開所日 日曜・祝祭日・12/29～1/3を除く

　私達は日々の生活の中で支援を必要としている方々一人ひとりを尊重し、安心し満足して暮らせるための
支援の高い創造的なサービスの提供を目指します。
　さらに、地域の新しい福祉分野の担い手としての役割を果たしていきます。

３．法人　基本方針

社会福祉法人　正夢の会　中野区療育センターゆめなりあ
放課後等デイサービス　 支援プログラム

延長支援加算：有

サービス提供時間（長期休暇のサービス提供時間）

集団療育

所在地 連絡先電話番号

〒164-0013 03-6382-4781

１．基本情報

放課後：（学校終了後）～１８：００

休校日：９：００～１８：００



一人ひとりのお子さんの発達に合わせて支援しています

お子さんに合わせて遊びや活動を提供することで・・・

⑦関係機関と縦横に連携し、地域で育っていくことを支えます。

④排泄、身だしなみ、整理整頓などの生活に必要なスキルを一人一人の
ペースに合わせて支援します。

⑤主体的な遊びを通して身体・手先を使い、『楽しい！』『やってみよう』
という気持ちを支えます。

⑥ご家族の気持ちに添いながら、協力・協働の関係を築きます。

③『できた！』『わかった！』という成功体験を積み、自己肯定感を支えま
す。

4．支援方針　～人を信頼し、安心し、自分らしく成長する～

①自分らしく、周囲の環境に自ら関わっていこうとする気持ちを支えます。

②伝え合うことの楽しさを伝えます。

『人との関わり』を支える

（人間関係・社会性）

『コミュニケーション』を支える

（言語・コミュニケーション）

『分かって行動する』を支える

（認知・行動）

『基本的生活習慣』を支える（健

康・生活）

『遊びから身体の使い方を学

ぶ』を支える（運動・感覚）

家族支援

地域支援・地域連携

移行支援

わかった！できた！という

達成感・成功体験を積む

『自己肯定感』

『自己有用感』

『自己有能感』

“やってみよう！“”やってみたい！”

“楽しい”“もっとしたい”という気持ちが育つ



５．遊び支援のねらいと内容

玩具遊び 音の鳴る玩具・転がる玩具・操作性のある玩具・プットイン教材など

・遊びが広がる。

・操作の結果に気付く。操作の結果に期待して遊ぶ。

・遊びの始まりと終わりを意識する。

机上遊び パズル・型はめ・ぬりえなど

・遊びの始まりと終わりを意識する。

・色・形を認識する。

・目的やルールに沿って遊ぶ楽しさを経験する。

見立て遊び ブロック・つみき・粘土など

・イメージ、想像して遊ぶ。

・ブロックを組み立て、手先を使う。

・イメージしたものを形にする。

ごっこ遊び ままごと・レストランごっこ・魚釣りなど

・お友達と遊びのイメージを共有する。

・発展させた遊びを楽しむ。

・お友達と協力、相談する。

＜遊び支援の例＞

「自由遊び」を支援

「お友達と遊ぶ」を支援

・自分で選ぶ、自分で準備する

・お友達と共有する、一人で集中する

・大人が介入し、イメージの幅を広げる

・自分で片づける

・必要な手掛かりを元に子ども同士で遊ぶ

・ルールの理解

・勝ち負けの受入れ

・お友達と相談する

・上手な子を手本にする

・困ったら手伝ってもらう



6．設定遊び支援のねらいと内容

公園遊び 滑り台・ブランコ・お砂場・ジャングルジムなど

・遊具に合わせて身体を動かす。

・揺れ遊具を体験する。

・お友達と遊び場面を共有する。

運動遊び 巧技台・スペースブロックなど

・運動機能が向上する。

・ボディイメージが養われる。

・協応的な運動を経験する。

感覚遊び トランポリン・バランスボール・シーツブランコ・回転いすなど

・好きな感覚を満たす。

・感覚に慣れる。

・要求を表出する。

感触遊び 小麦粉粘土・スライム・油粘土など

・丸める・ちぎるなど手先の様々な動き・力の入れ方を経験する。

・見立て遊びからお友達と遊びを共有する。

・道具の貸し借りをする。

制作遊び シール・クレヨン・絵具・はさみ・折り紙など

・自由に表現する。

・作品が完成した喜びを経験する。

・道具に合わせて操作する。

音楽 歌・楽器・ダンスなど

・リズム・テンポを感じ、積極性・集中力・持久力を養う。

・模倣しながら身体を動かす。他者との一体感を経験する。

・自由に表現する。お友達と相談する。

調理 かき氷・プリン・パフェなど

・道具に合わせて操作する。

・食への興味を持つ。

・順番を期待して待つ。お友達と気持ちを共有する。

ゲーム おにごっこ・ボードゲーム・カードゲーム

・ルールに沿ってお友達と遊びを共有する。

・お友達と協力し遊びを楽しむ。お友達と気持ちを共有する。

・自分の気持ちを意識して、勝敗のあるルール遊びを楽しむ。

設定遊び



7．余暇支援のねらいと内容

公園遊び 遊具遊び・お散歩・おにごっこ・ボール遊びなど

・遊具に合わせて身体を動かす。

・身体を動かしてリフレッシュする。

・お友達と遊びを共有する。

外食 おやつ・レストラン外食

・食事への関心が広がる。

・外食時のマナーやルールを知る。

・お友達と楽しい気持ちを共有する。

買い物 スーパー・コンビニエンスストア・駄菓子屋など

・社会経験を広げる。

・社会資源のルールやマナーを知る。

・選択する経験を通し、意思決定する。

地域資源利用 図書館・児童館・公共交通機関利用・プラネタリウムなど

・地域社会への参加、地域の子どもとの交流。

・地域資源を使用する際のルールやマナーを知る。

・ルールやマナーにそって、行動をコントロールする。

その他 映画鑑賞・カラオケ・ドライブスタンプラリーなど

・余暇活動が広がる。

・お友達と活動を共有する。

・お友達と楽しい気持ちを共有する。

８．生活動作の支援のねらいと内容

排泄 トイレの一連の流れ・排尿・排便・ペーパーの使い方など

・必要なタイミングで自分から向かう

・トイレでの一連の流れや動作を行う

・生理時の処理を行う

身だしなみ 外出・降園時など

・季節や気温、室温に合わせた衣類を調整する

・自分の身だしなみを確認する

整理整頓 身支度・制作・自由遊びなど

・適切な量や手がかりの中で自分で自分の物を取り扱う

・片付けやゴミ捨てまで意識して取り組む。

・片付けや忘れ物など、自分で確認する。

食事 おやつ・昼食時など

・食事が楽しい時間となる。

・摂食機能が育つ。

・食事マナーを知る。食具の使い方を知る・経験する。



9．『家族支援』『地域連携・地域支援』『移行支援』

10．主な行事（予定）

４月 保護者会

８月 外出・外食など一日企画

1月 保護者会（勉強会）

～協力・協働の関係～

お子さん・ご家族の想いに寄り添い、安心して生活で

きるようサポートします。

家族支援

～関係機関と縦横に連携～

次のライフステージに向け安心感

を持って移行していけるようサポー

トします。

図書館や児童館などの地域資源

を活用し、地域社会への参加をサ

ポートをします。

地域連携・地域支援 移行支援

◇保護者会

◇個別面談

◇学校との連携

◇関係機関との連携

◇進学・就労準備のサポート

◇進学・就労先の情報提供

◇地域における仲間作り

～地域で育つ・暮らす～

地域の関係機関との連携

を進め、地域の支援体制の

構築を図ります。



１1．職員の質の向上

正夢の会では権利擁護の視点を大切にして研修を実施しています。

・事業の創設
・ソーシャルワーカー
・ソーシャルアクション
・ネットワーク
・ライフステージ
・参画
・啓発活動

・個別性
・意思決定支援
・支援の2本柱
・創造的なサービス
・寄り添う
・安心

・自分らしく在る
・エンパワメント
・合理的配慮
・リスクマネジメント
・第三者評価
・苦情解決制度
・高い専門性



作成：令和７年3月1日

～正夢の会　児童分野集合研修～

正夢の会が大切にしている発達支援を軸に、発達全体像をアセスメントする力を高

め、統一した支援を目指します。

職員が講師となり

職員同士の学び合いを

大切にしています


